
                           

 

 

             学 長 定 例 記 者 会 見  要 項   

 

 

日  時： 平成２６年６月３日（火） １１：００～１１：３０ 

場  所： 事務局第二会議室（小白川キャンパス、事務局４階） 

 

 

    発 表 事 項   

１．ＹＵ－ＣＯＥ（山形大学先進的研究拠点） 平成２５年度研究報告 

①２１世紀における自然共生型水稲栽培のアジア学術拠点形成  

②パラオ諸島の生物多様性に関する教育研究拠点形成 

２．平成２７年度山形大学入学志願者（東日本大震災による被災者）への支援について 

 

 

  お 知 ら せ   

１．地域教育文化学部公開講座「エクセルで学ぶ統計学の初歩」を開催 

２．地域教育文化学部公開講座「世界遺産「和食」の魅力を探ろう」を開催 

３．クラゲマイスター養成講座(初級)のご案内 

４．のびーるスライム実験のご案内 

 

（参 考） 

○ 次回の学長定例記者会見（予定） 

日  時：平成２６年６月１９日（木）１１：００～１１：３０ 

場  所：事務局第二会議室（小白川キャンパス、事務局４階） 



 

                                  

プ レ ス 発 表 資 料                 

 

                                   平成２６年６月３日                  

山 形 大 学 

YU-COE(山形大学先進的研究拠点 )平成２3、24、25年度の研究報告と今後の取組  

２１世紀における自然共生型水稲栽培のアジア学術拠点形成  

平成２３年度に採択された「２１世紀における自然共生型水稲栽培のアジア学

術拠点形成」において、３年間の特徴的な研究成果と今後の展開等を報告します。 

 

研究の背景  

 現在、地球の人口は70 億を超え、その６割以上がアジアに集中しています。この人口

を支えているのがコメです。アジアの水稲栽培は、3000 年以上の歴史があり、それは、

水田生態系湛水中の多様な生物の機能を活用し、環境への負荷の少ない「伝統農法」でし

た。また、1960 年代に開始された｢緑の革命｣は、多量の化学肥料と化学農薬を散布し、

高収量品種を栽培する｢近代農法｣で、コメは増収しましたが、土壌の劣化や特定病害虫の

多発及び生物多様性の激減等、多くの問題も生じました。さらに、｢近代農法｣を支えてい

る化学肥料や化学農薬の原料である化石資源は、枯渇に向かいつつあり、かつアジア・ア

フリカ地域では飢餓が蔓延しつつあります。  

研究の目標  

YUCOEによる支援での３年間の研究では、前述した諸問題を解決し、水田生態系の多様

な生物を活用した自然共生型水稲栽培の研究を実施して、無化学肥料・無農薬・無除草剤

でコメを栽培する機構の解明とその技術の確立を目指しました。そして、１）国内外での

共同研究及び研究者交流と、２）セミナー等学術会合を通じ、自然共生型水稲栽培の機構、

特に多数回除草と水田生態系の多様な生物の機能を活用し、それを栽培技術に確立して、

アジア・アフリカ等に展開することを目標としました。さらに、確立した技術の発展と普

及を担う、３）国内外の若手研究者の育成も図りました。  

研究成果  

研究では、１）水田湛水中の多様な生物とその相互作用等がイネの生育と収量の増加に

正の影響を及ぼす、２）水田土壌の物理的な攪拌による生物由来の窒素の地中への埋め込

みが収量の増加となる、３）農家の水田での現地実用化試験で６俵/反の収穫を達成、４）

新興国４ヵ国での研究によりケニア以外は多数回除草が収量増加に繋がる、５）物理的除

草及び生物由来の窒素を活用するロボットの試作機を作成、等の新知見を得ました。  

また、国内外の若手育成も目的とした国際ワークショップ（WS）を毎年、修士及び博士

課程の学生が企画・運営し、第１回はインドネシア、第２回は日本、第３回は、昨年９月

19日にベトナムのハノイ農業大学で開催しました。第３回のWSでは、日本、インドネシ

ア、ベトナム、スリランカ、ケニア、中国の６ヵ国から52名が参加し、博士及び修士学生

を含む若手研究者による28題の発表がありました。  

今後の展開  

この栽培法の国内での普及、海外での共同研究を通じ、国内外の若手研究者を育成し、

この技術をアジア・アフリカの新興国に普及させたいと思います。  

 

 

（お問合せ先）  

 山形大学農学部  准教授・佐藤  智  

電話  0235-28-2863 

e-mail: satorus@tds1.tr.yamagata-u.ac.jp  



21世紀における自然共生型水稲栽培の
アジア学術拠点形成 

YU-COE「山形大学先進的研究拠点（E）」形成支援 

「脱・緑の革命」による無化学肥料・無化学農薬・無除草剤の水稲栽培 

安田 弘法 （山形大学） 
粕渕 辰昭 （山形大学農学部） 
安藤 豊 
藤井 弘志 
長谷 修 
程 為国 
佐々木 由佳 
佐藤 智 

粟生田 忠雄  （新潟大学） 
飯田 俊彰   （東京大学） 
沢田 裕一   （滋賀県立大学） 
Nugroho Putra 
Pham Van Cuong Hunja Murage 
Hunja Murage 
Peter Claver 
M.I.M. Mowjood 

（ガジャマダ大学、インドネシア） 
（ハノイ農業大学、ベトナム） 

（ジョモケニアッタ農工大学、ケニア） 
（ガーナ農務省、ガーナ） 
（ペラデニア大学、スリランカ） 
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         アゾラ（浮き草類）、水田雑草等 

-現地実験 タニシ （安田農場, 鶴岡） 

平成25年度実績 



太陽光 

光合成 
細菌 

窒素固定 

攪乱 養分 

養分 

養分 
養分 



太陽光 

光合成 
細菌 

窒素固定 

攪乱 養分 

養分 

養分 
養分 



自然共生型水稲栽培法の確立 

各国への導入 
・栽培管理 ・生物機能 

4 8 4 8 

4 8 4 8 

玄
米
重

 

ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ 

ｽﾘﾗﾝｶ 

ﾍﾞﾄﾅﾑ 

ｹﾆｱ 

例えば、除草回数 

現地の 
巻貝類 

現地で 
除草作業 



環境汚染は軽減しつつ
あるが、農業経営は悪化。 

食料は増産したが、化学肥料や
薬剤による環境汚染・健康被害
が深刻化。 

深刻な飢餓。 

第二回国際 
ワークショップ（バリ） 

2011～2013実績 

国際ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ： ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ, 日本（鶴岡）, ﾍﾞﾄﾅﾑ 

留学生：ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ（4）, ﾙﾜﾝﾀﾞ（2）, ｹﾆｱ（１）,  
      ｽﾘﾗﾝｶ（１）, 中国（1）, 他アフリカ諸国（２） 

自然共生型水稲栽培法の確立 

各国への導入 
・栽培管理 ・生物機能 

若手研究者の育成 
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国際貢献 
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栽培法の普及 

栽培法の普及 

国内研究機関、農商工連携、科研費 

海外研究機関、海外学術研究 

若手研究者の育成 
JICA等さらなる留学生の受け入れ 

山形大学発 
自然共生型水稲栽培国際プロジェクト 

今後の予定 



山形大学型 
完全自動型除草ロボット 

「スクスク君」 
開発プロジェクト 
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                                   平成２６年６月３日                  

山 形 大 学 

 

ＹＵ－ＣＯＥ（山形大学先進的研究拠点）平成２５年度研究報告  

パラオ諸島の生物多様性に関する教育研究拠点形成  

平成２４年度にＹＵ－ＣＯＥに採択された「パラオ諸島の生物多様性に関する

教育研究拠点形成」において、平成２５年度の進捗状況、今後の展開、新たに得

られた成果等を報告します。  

 

１．  パラオ海域で未知のクラゲ幼生大量発生確認  

 平成25年10月27日〜11月3日のパラオ調査で、大量発生している未知のクラゲ幼生

が見つかりました。持ち帰って鶴岡市立加茂水族館（クラゲドリーム館）で育成し

たところ、カンムリクラゲ属の新種らしいことがわかりました。  

 

２．パラオ諸島海水湖群に生息する海洋動物の進化に関する総説の評価  

 InTech社から電子出版した「パラオ海水湖群に生息する海洋生物の進化」に関す

る英文総説が、世界中で2,228件ダウンロードされて読まれている（全17章中第2位、

26年6/1現在）という知らせがあり、高い関心を引いていることがわかりました。  

 

３．NHK特集番組放映予定  

 理学部と鶴岡市立加茂水族館が共同で行った25年度パラオ調査・研究活動の様子

がNHK特集番組で放映されます。 

 「平成26年6月28日（土）NHK BSプレミアム 20時〜 1時間番組」 

その他、下記のパラオの海洋生物を紹介する番組の制作に協力しました。  

 「平成26年5月5日（月）NHK総合 世界遺産ドリーム対決 

-地球生命の輝き・豊穣の海VS.驚異の陸- 22時〜 50分番組」 

 「平成26年5月22日（木）BS朝日 ボクらの地球 19時〜 2時間番組」 

 

４．今後の展開  

 今年度も6月29日〜7月6日の日程で、パラオ調査に行く予定です。  

 また、一般向け「クラゲマイスター養成講座」を7月12日に鶴岡市立加茂水族館で

開講し、パラオのクラゲ類について紹介します。  

 （お問合せ先）  

 理学部・半澤直人  

電話  内線４６１３  
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                                   平成２６年６月３日                  

山 形 大 学 

平成２７年度山形大学入学志願者（東日本大震災による被災者）への支援について 

東日本大震災により被災された方で、平成２７年度山形大学学部入学志願者の

入学検定料を免除します。  

 

○免除対象となる入学者選抜試験  

  本学が実施する平成27年度学部入学者選抜試験（一般入試、ＡＯ入試、推薦  

 入試、社会人入試及び私費外国人留学生入試を対象。）とします。  

 

○対象者  

  平成27年4月に本学の学部に入学を志願する方で、平成23年3月11日に発生

した東日本大震災により被災し、次のいずれかに該当される方を対象とします。 

1. 志願者の学資を主として負担する者が震災に際して災害救助法が適用され

た市町村（東京都を除く。）に居住（平成23年3月11日において当該市町

村に居住していた者を含む。）し、家屋等が全壊、大規模半壊又は半壊の

被害を受けた者  

2. 学資負担者が震災により死亡又は行方不明の者  

3. 学資負担者が震災により失職した者  

4. 福島第一原子力発電所の事故の際に現在の帰還困難区域、居住制限区域、

避難指示解除準備区域、計画的避難区域に居住していた者  

 

 ○申請書類  

   1.入学検定料免除申請書（今後、ホームページに掲載します。）  

   2.市町村長が発行するり災証明書又は被災証明書  

   3.学資負担者が死亡等又は失職を証明する書類  

 

  詳細については、今後本学ホームページに掲載します。  

 

 

 

（お問合せ先）  

 ＥＭ部ＥＭ企画課  

鈴木  直克  

電話023-628-4700 



 

プレス通知資料               （概 要） 

                               平 成 ２ ６ 年 ６ 月 ３ 日 

山 形 大 学 

 

＊詳細は別添の資料をご覧ください。 

 

１．地域教育文化学部公開講座「エクセルで学ぶ統計学の初歩」を開催 

いま、世の中はちょっとした統計学ブームです。世の中で起こる出来事を客観的に眺めたいとき、

統計学はとても役に立ちます。本講座では、エクセルを操作しながら統計学の入門的な知識を学び

ます。具体的には次の３つのトピックを扱う予定です。 

 １．データの傾向を視覚的にとらえる（グラフの作成） 

 ２．データの傾向を数値的にとらえる（平均などの計算） 

 ３．２種類のデータの関係をとらえる（相関，回帰分析） 

可能な限りゆっくりと進める予定です。統計学に多少なりとも興味を持っている方を対象にし

て、統計学の入口を体験する機会を提供いたします。なお、内容については、参加者の状況に応じ

て変更する場合があります。 

◆日 時：６月２８日（土）１３：３０～１５：３０ 

◆場 所：地域教育文化学部１号館 情報処理実習室Ａ 

◆対 象：一般市民、大学生、高校生（エクセルを使ったことがある方） 

◆受講料：５００円 

※ ６月１７日（火）まで電話でお申し込みください。 

 

２．地域教育文化学部公開講座「世界遺産「和食」の魅力を探ろう」を開催 

 本講座では、昨年ユネスコの無形文化遺産に認定された「和食」について学びます。 

１回目は、和食の歴史、現在の和食及び和食の今後についての講義、２回目は、和食の基本であ

る「出汁」に注目して、様々な食品から実際に「出汁」を抽出してみます。そして、それを機器分

析してそこに含まれる成分を調べ、さらにそれを食して食品ごとの「出汁」の違いを体感してもら

います。３回目は、いろいろな「出汁」を用いて実際に和食を作り、それを食べてみます。 

中学生や高校生の受講も可能で、日本が誇る「和食」の奥深さに触れてもらうことがねらいです。 

◆日 時：６月２８日（土）・７月５日（土）・７月１２日（土） 

        全回 １４：００～１５：３０ 

◆場 所：地域教育文化学部１号館講義室及び調理実習室 

◆対 象：中学生、高校生、一般市民 

◆受講料：３，０００円 

※ ６月１７日（火）まで電話でお申し込みください。 

 

 

 

 



３．クラゲマイスター養成講座(初級)のご案内 

昨年度に引き続き、やまがた『科学の花咲く』プロジェクト・科学の花咲かせ隊養成講座では、ク

ラゲマイスター養成講座（初級）を開催します。 

日  時： 

１日目：７月１２日（土）９：００～１６：００ 

２日目：７月１３日（日）又は、７月１９日（土）９：００～１６：００ 

実験指導実施講座：８月３日（日）又は、９月１４日（日）９：００～１６：００ 

申込締切：６月２０日（金） 

  ※受講料は無料。定員は２０名です。 

 

４．のびーるスライム実験のご案内 

やまがた『科学の花咲く』プロジェクト主催で、のびーるスライム実験を開催します。 

日  時：６月８日（日）１０：３０～１４：３０ 

場  所：山形県産業科学館 ４階 発明工房 

  ※参加費は無料。小さなお子様は、保護者同伴でお願いします。 

 

 

※これまでの会見定例会見でお知らせしたもので、開催がせまっているイベント 

◎大学コンソーシアムやまがた『やまがた夜話』の開催 

  「大学コンソーシアムやまがた」では、「もう一つの人づくり」を実現するため、「山形県の人

・モノ・地域作り」をテーマにそれぞれの得意分野で活躍している第一人者の目線で皆さまにわか

りやすくお話しする講話「やまがた夜話」を開催しています。今回は、６月と７月に開催する講話

の紹介をします。 

◆日 時：  

   ＜６月＞ テーマ・・・続・草木塔  –草木塔と日本人－※全回 １８：３０～１９：３０ 

６月 ４日(水)、１１日(水)、１８日(水)、２７日(金)に開催 

 

   ＜７月＞ テーマ・・・『あまちゃん』の東北 ※全回 １８：３０～１９：３０ 

７月９日(水)、１５日(火)、２３日(水)、３０日(水)に開催。 

◆場 所：ゆうキャンパス・ステーション（山形市：山形むらきさわビル１階） 

◆対 象：高校生・学生・一般市民  定員５０名（参加費は無料） 

 

◎最上義光 講演会の開催 

 山形大学都市・地域学研究所主催の講演会を開催します。講師は、松尾 剛次所長(人文学部

教授)です。 

◆日 時：６月２８日（土）１３：００～１５：００ 

◆場 所：小白川キャンパス 基盤教育２号館 ２２２教室 

◆入場料：無料(但し、資料代３００円) 

※ 先着２００名 事前申込が必要です。 

 













        〒９９０－００３９ 山形市香澄町１－３－１５ 山形むらきさわビル１階 

        ℡：023-628-4842  FAX:023-628-4820 

        E-mail:unicon@jm.kj.yamagata-u.ac.jp 
 

 

  

 

  

 

  

 

  

 

  

 

  

 

  

 

  

 

  

 

テーマ  続・草木塔  –草木塔と日本人－ 

やまがた夜話 

会  場 

お申し込み 

対  象 

アクセス ゆうキャンパス・ステーション  
（山形むらきさわビル１階） 

高校生・学生・一般市民        

入場無料 
定員：５０名 

山形駅東口より徒歩１分 

電話又はチラシ裏面の参加
申込書に必要事項を記入の
上Ｆａｘ，郵送、メール等でお
申し込みください。 

主   催  大学コンソーシアムやまがた 

お申込み・お問合せ 

後   援 山形市 



FAX：023-628-4820 

大学コンソーシアムやまがた事務局 行き 

やまがた夜話に参加申込みをします。 

 

 

参加日 

参加希望日に☑、又は日付を〇で囲んでください。 

□  平成２６年６月 ４日（水） 講師：  伊藤 清郎 氏 

□  平成２６年６月１１日（木） 講師：  岩鼻 通明 氏 

□  平成２６年６月１８日（水） 講師：  村松  真 氏 

□  平成２５年６月２７日（金） 講師：  菊地 和博 氏 

住 所 

〒 

 

氏 名 

 

連絡先 
TEL 

E-mail 

  所 属 

必要事項を明記の上、FAX・郵送またはE-mailにてお申込ください。 

申込締切日：それぞれの夜話前日までにお申込をお願いいたします。 

受講申込者が多数の場合は、お手数ですが参加申込書をコピーしてご利用ください。 

この申込書にご記入いただいた情報は、今回の講座を受講するために必要な事務連絡等に使用すると共に、参
加者名簿の作成にのみ使用させていただきます。 

【お申込み・お問合せ先】 

大学コンソーシアムやまがた ゆうキャンパス・ステーション 

〒９９０－００３９ 山形市香澄町１－３－１５ 山形むらきさわビル１階 

TEL:０２３－６２８－４８４２ FAX:０２３－６２８－４８２０ E-mail:unicon@jm.kj.yamagata-u.ac.jp 



テーマ『あまちゃん』の東北 

やまがた夜話 

会  場 

お申し込み 

対  象 

アクセス ゆうキャンパス・ステーション  
（山形むらきさわビル１階） 

高校生・学生・一般市民        

入場無料 
定員：５０名 

山形駅東口より徒歩１分 

電話又はチラシ裏面の参加
申込書に必要事項を記入の
上Ｆａｘ，郵送、メール等でお
申し込みください。 

        〒９９０－００３９ 山形市香澄町１－３－１５ 山形むらきさわビル１階 

        ℡：023-628-4842  FAX:023-628-4820 

        E-mail:unicon@jm.kj.yamagata-u.ac.jp 
 

お申込み・お問合せ 

大学コンソーシアムやまがた 主   催 

後   援 山形市 

 
 
 
 

                                ＊２回目の７月１５日は火曜日の開催ですので 
                                   お間違えの無いようにお集まりください。 

2013年度のＮＨＫ朝の連続テレビ小説「あまちゃん」を題材に、震災後の東北の姿について 

様々な角度から考察します。講師は東北の文学・芸術に詳しく、三陸鉄道ファンの「鉄」学者、 

山形大学基盤教育院の山本陽史教授です。 



FAX：023-628-4820 

大学コンソーシアムやまがた事務局 行き 

やまがた夜話に参加申込みをします。 

 

 

参加日 

参加希望日に☑、又は日付を〇で囲んでください。 

□  平成２６年 ７月 ９日（水） 講師： 山本 陽史 氏 

□  平成２６年 ７月１５日（火） 講師： 山本 陽史 氏 

□  平成２６年 ７月２３日（水） 講師： 山本 陽史 氏 

□  平成２６年 ７月３０日（水） 講師： 山本 陽史 氏 

住 所 

〒 

 

氏 名 

 

連絡先 
TEL 

E-mail 

  所 属 

必要事項を明記の上、FAX・郵送またはE-mailにてお申込ください。 

申込締切日：それぞれの夜話前日までにお申込をお願いいたします。 

受講申込者が多数の場合は、お手数ですが参加申込書をコピーしてご利用ください。 

この申込書にご記入いただいた情報は、今回の講座を受講するために必要な事務連絡等に使用すると共に、 
参加者名簿の作成にのみ使用させていただきます。 

【お申込み・お問合せ先】 

大学コンソーシアムやまがた ゆうキャンパス・ステーション 

〒９９０－００３９ 山形市香澄町１－３－１５ 山形むらきさわビル１階 

TEL:０２３－６２８－４８４２ FAX:０２３－６２８－４８２０ E-mail:unicon@jm.kj.yamagata-u.ac.jp 




